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【適切な競争関係】

• 大量の権利侵害コンテンツを含むユーザーアップロード・コンテンツの品揃えによりユー
ザーアップロード型DSPは相当の利益を得ている。その反面、権利者は侵害による不利益
を被るだけではなく、違法対策の膨大な作業負荷とコストを背負っている。従って、両者
間の競争関係に「歪み」が生じており、これを調整する必要があると考える。

• 具体的には、DSM著作権指令を参考に以下の検討を進めるべき。

ユーザーアップロード型DSPを著作物等の「利用主体」とみなす規定を導入し、プロ
バイダ責任の強化によるライセンス環境の改善を図るべき
（DSM第17条第1項関係）

ユーザーアップロード型DSP による「ステイダウン」「アップロードフィルター」の
実施とその要件を検討すべき（DSM第17条第4項関係）

• なお、上記の検討にあたっては、下記のような点について慎重な検討が必要である
 当該DSPに一般的監視義務が課されないこと
 適法利用が誤って制限されないこと
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